第13回JIA九州建築塾

建築塾事務局

2008.10.26

第13回JIA九州建築塾　オリエンテーリング
及び　事前レポートの提出
■オリエンテーリングの位置付け

塾生の皆さんが、限られた期間（日数）の中で、より深く講義や課題に取り組む事が出来るようにするために、事前学習の場として位置づけている。

来週からはじまる本講義に向けての個々の準備と提出物関係の確認もあわせて行います。原則として全員参加とします。
· 講師陣についてのレポート

各講師について、その人の経歴や建築を調べ、講師に対するレポートを作成する。
　レポートはオリエンテーリング内で発表をしてもらいます。別紙に各講師の簡単なプロフィールを作成していますので参考にしてください。レポート発表は今回の塾生同士の自己紹介も兼ねて行いますので、一人ずつ発表をしてもらいます。

■オリエンテーリング内容

1. 事務局あいさつ

2. 建築塾の概要と塾生の心得・塾の目標・今までの建築塾について（参考資料参照）

3. 今回の講師陣について（レポートの提出・発表）

4. 宿題について

5. 質疑応答

· オリエンテーリングの場所と時間

場所　　JIA九州支部　　

〒810-0022福岡県福岡市中央区薬院1-4-8あずまビル2F
HP　http://www.jia-9.org/info/　　　緊急の場合　090-3733-1339（村上　携帯）
集合時間　10月26日（日）　13時～

■第１３回JIA九州建築塾概要

JIA九州建築塾とは？

JIA九州建築塾は、1998年に始まり今年で１０年目を迎えるJIA九州支部主催の催しであります。建築のプロを目指す建築設計事務所勤務の若手を集め、建築の第一線でご活躍中の先生を講師としてお迎えし、熱い議論と設計に対する姿勢、プロセスを経験する事を目的としています。

現在の建築設計界が抱える、人材の育成に対する問題、建築教育のあり方、また、九州の設計界における様々な繋がりの発展を考え１０年前に発足した建築塾は、卒業生が既に１５０名を超え、建築塾で培った経験を元に、全国で活躍しております。

第１３回JIA九州建築塾　テーマ

「日本」

４年に一度の祭典であるオリンピックを隣国でむかえ、「日本」という言葉を良く考える様になった。設計のプロセスは、そもそも自分達の経験から生まれ、その人が育った環境やそれに影響を受けた考えから生まれる事が多くある。私たちは日本で育ったものとして、無意識ではあるが「日本」というキーワードの中で設計を行っていると言えるのではないだろうか。

このテーマは「日本」のアイデンティティーを強烈に考える課題ではない。「日本人とは何か」・「日本とは何か」あるいは「日本らしさ」を深く考えるのではなく、緩くも根底に流れる自分達を取り囲む環境に目を向け、いままで知覚として得られていた無意識なものを、認知できる対象まで顕在化させる訓練と考えて良い。敷地の読み取り方、要望の受け止め方など、実務で実際行われている事と同様に、問題点を顕在化させる手段として「日本」を用いて何か出来る事があるのではないだろうか。

知覚〕〔perception〕

感覚器官に与えられた刺激作用を通して、外界の事物・事象を、ひとまとまりの有意味な対象としてつかむはたらき。知覚を構成する基本的要素が感覚で、こちらは物理的属性との関係で部分的なものとして捉えられることが多い。

認知〕〔cognition〕

生活体が対象についての知識を得ること。また、その過程。知覚だけでなく、推理・判断・記憶などの機能を含み、外界の情報を能動的に収集し処理する過程。 

■主催　　　　  社団法人　日本建築家協会九州支部

■開催日時　　  2008年11月1日12：00集合～3日19：00解散予定

　　　　　　　  11月8日12：00集合～9日18：00解散　計５日間

　　　　　　　　（10月26日にオリエンテーリングを実施する。遠隔地以外のものは必ず参加する事）

■開催場所　　  福岡大学セミナーハウス（宿泊共）福岡市中央区六本松3－4－20

■講師陣紹介　
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中村勉 先生

http://www.iceice.com/ben/
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鮎川透 先生

http://www.kanarc.jp/
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淺川敏 先生

http://www.c-channel.com/c00357/
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田中智之 先生

http://www.arch.kumamoto-u.ac.jp/tana_lab/frame.html
1969　　   東京大学工学部建築学科卒業


1969－1977 (株)槇総合計画事務所 所員 �1977－1988 (株)ＡＵＲ建築・都市・研究コンサルタント 取締役副所長 �1988－　　 (株)中村勉総合計画事務所 所長





ものつくり大学教授�日本建築家協会環境行動委員長�日本建築学会・日本建築家協会・東京建築士会�公共建築協会・都市デザイン会議会員





1951　　　　福岡県生まれ�1974　　　　九州芸術工科大学芸術工学部卒業�1975　　　　九州芸術工科大学芸術工学専攻科修了�1975－1980　第一工房入社�1980－　　　環・設計工房設立現在に至る（代表取締役）





九州大学産学連携センター客員教授（デザイン部門）�九州大学芸術工学部非常勤講師�日社団法人日本建築学会会員�社団法人日本建築家協会会員�社団法人福岡県建築士会会員





写真家


ZOOM共同主宰


1959　東京・新宿生まれ。


東京工芸大学卒業。





アジアが好き。レゲェが好き。落語が好き。�酒が好き。街が好き。自然が好き。杜が好き。太陽が好き。�どんな物でも、どんな事でも、キラッと輝く、そんな一瞬が好き。�建築や物やアートの写真も撮る。





埼玉県生まれ


1994　早稲田大学理工学部建築学科卒業(穂積研究室)


1995　早稲田大学大学院修士課程修了(古谷研究室)


1999　早稲田大学大学院博士後期課程単位取得退学（古谷研究室）


2000　早稲田大学理工学部非常勤講師(2005まで)


2001　早稲田大学芸術学校客員講師(2005まで)


2002　日本建築学会作品選奨（早稲田大学會津八一記念博物館）


この間早大古谷研究室,NASCAにて数々の建築設計・設計競技を担当


2005　熊本大学工学部助教授
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